
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料を活用して調べ、人々の工夫や努力、思いや願いについて考え、表現する力 

身に付けさせたい力 

 

小笠原の空港建設の問題について知り、島の人々の暮らしについて具体的に 

考えることができる。 

【言語活動タイム】 

〇都道府県フラッシュカードで、県庁所在

地、特産物をセットで覚えさせる。 

 

【発問・指示】 

◇「小笠原に空港をつくることについて、賛

成ですか、反対ですか。理由をノートに書き

ましょう。』 

 

【対話的な学びに向けた手だて】 

①自分の考えをもつための教材との対話 

〇資料を根拠に自分の意見、理由の順で自

分の考えをノートに書かせる。 

②考えを広げるための小集団での対話 

◯同じ意見で自分の意見・理由の順で考え

を交流させるようにする。 

③考えをさらに広げるための全体での対話 

◯話合いを効率よく行うために、指名なし

で発表をさせる。 

◯空港建設の問題点を取り上げ、メリット、

デメリットを考える視点を与える。 

 

【評価】 

◯空港建設の問題点について、交流後の共

通点や相違点や話合いで学んだことを書

いている。【思・ノート】 

本時の主な手だて・発問・指示 

①見方・考え方などの学習技能を高める 

視点は？（☆手だて☆発問☆指示） 

 

 

 

 

②対話、意見の交換、共有は？ 

 

 

 

 

③学習形態の工夫は？ 

 

 

 

 

④ねらいの達成は？  

 

 

 

 

⑤時間マネージメントは？  

 

 

教師の働

きかけに

よって、 

 

☆手だて

☆発問 

☆指示 

 

言語活動の充実・授業改善の視点 

 

☆メモとして、授業中や協議会で御活用下さい。 

ねらいに 

即して、 

教材研究シート社会 ４年 島の自然を生かした人々のくらし  授業者 ４年 1 組千葉雄二

研究主題     主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導法の工夫 

                ～子どもが熱中する授業の創造～ 

 

一人一人

の子ども

が、質的

に向上し

たか？ 

A 考える視点 

B 交流する視点

C 活用する視点


